
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構
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事例区分 公営企業 タグ

事例種類

・（公営企業）水道事業
・公共施設の集約化等
・（行政改革）業務の効率化

福岡県北九州市、水巻町

広域化等

隣接する水巻町との上水道事業統合

公営企業の持続可能な経営の確保に向けた先進・優良事例集

団体の属性 指定都市
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◆背景

• 北九州市は、昭和44年から水巻町へ分水を開始し、水巻町の年間給水量の約9割に
相当する量を供給していた。

• 平成14年、厚生労働省課長通知「水道法の施行について」において分水の解消が求
められた。

• このような状況の中、平成23年に高い水道料金（本市の1.8倍）に苦慮していた水
巻町から事業統合の要望が出され、分水解消に向けた事業統合の検討を進めていく
ことになった。

◆具体的内容

• 水巻町との水道事業統合を行い、その後水巻町の水道料金を本市の料金体系に統一
した。

• 事業統合前に料金等の各種システムの統合を行い、事業統合後に施設水準の格差解
消を行った。

◆効果

• 本市の分水が解消され、また、水巻町の下水道料金徴収を受託することで収益が増
加した。

• 水巻町は、組織廃止に伴う行財政改革が図られ、また、水道料金の値下げが可能と
なった（▲約45%）。

• 平成23年8月に水巻町から「水道事業統合の要
望書」が提出され、検討を開始。

• 平成24年2月に「水道事業の統合に係る基本協
定」を締結し、統合に向けた調整を開始。

• 平成24年10月に事業統合による水巻町への給水
開始。

• 水巻町は、水道水の全量を他からの分水で賄っており、自前の浄水場を持たなかっ
た。

• 施設水準の格差解消に要する財源については、国庫補助金や水巻町水道事業の剰余
資金だけでは不足するため、事業統合後も一定期間水巻町の料金を据え置くことで、
本市との料金格差をもって充てることとした。

• 統合直後の一時的なサービス低下を回避するため、現状を熟知している水巻町担当
職員を本市に配置する依頼を行った（2年間）。

【福岡県北九州市】
隣接する水巻町との上水道事業統合

福岡県北九州市上下水道局広域・海外事業部広域事業課

• 課題解決のために据え置いた水巻町の水道料金
は、平成25年10月に北九州市の料金体系に統一
した。

• 今後も、将来にわたって健全な水道事業運営を
維持していきたい。

広域化等

●公営企業情報

●今後の展望

●取組のスケジュール

水道事業

●取組の概要

●取組のポイント

水巻町への分水を解消するため、水巻町との水道事業統合を行った。

事業統合までのイメージ

• 行政区域内人口 972,433人（令和4年3月31日時点）
• 行政区域内面積 494.74km2（令和4年3月31日時点）
• 給水人口 968,095人（令和3年度決算）

◆総事業費 システム改修や施設整備など 約10億円

22


